




























































   ＜錯体合成＞ 
(4) 色素増感太陽電池をつくる 
   ＜太陽電池＞ 
(5) 液晶を合成し，ディスプレイをつくる 
   ＜液晶＞ 
(6) 超伝導物質をつくる――YBa2Cu3O7多結晶作成 









































六配位型錯体がどのような構造（2 分子の溶媒が trans 配位なのか cis 配位）なのか
明確に示されていない事に気づいた。溶媒が配位した錯体の単離は容易ではない。
運よく結晶として単離できた六配位型錯体のいくつかを単結晶Ｘ線構造解析出来た







のサイクラム―ニッケル (II)錯体に 2 分子の水が配位した六配位型錯体
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――操作マニュアルと実験結果――   
 
1-1. 目的 
遷移金属錯体は金属イオンの種類や配位子の種類によって，さまざまな色の化合
物を与える。それら遷移金属錯体の一例として，溶媒の配位能力の差によって色が
変化するニッケル錯体（下図）を合成し，錯形成反応，配位構造，赤外および可視
部吸収スペクトル，溶媒や温度による色の変化（クロミズム），溶媒の配位能力，配
位平衡について学ぶ。 
 
 
1-2. 実験の概要 
(1) 硝酸ニッケルと N,N,N’,N’-テトラメチル-1,2-エタンジアミン（略号：tmen［注
1］）および 2,4-ペンタンジオン（略号：Hacac［注 2］）から，(2,4-ペンタンジ
オナト)[トリオキソニトラト(1-)](N,N,N’,N’-テトラメチル-1,2-エタンジアミ
『物質創製実験（金属錯体関係）』の記録
4
